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相の要因の交互作用のみが有意で、あった(F(1，7)= 4.34， P < 0.05)。下位検定の結果、
操作者が実験者で、同位相の運動を生成する場合にのみ、有意に運動周期が乱れるこ
とが分かつた。
〔研究成果〕
本研究から、他者運動の情報を伝える視覚刺激は、それが他者の効果器のものでな
く間接的に他者の運動を伝える場合で、あっても、自己の運動に影響を及ぼすことが分
かった。また、その影響は似た運動を生成する場合(同位相条件)にのみ起きた。こ
れは先行研究でミラーシステムの干渉効果として報告されている、他者の効果器を直
接観察した場合に生じる運動への干渉と類似の傾向である。
これらの結果は、他者の意図によって操作される道具の動きからもミラーシステム
を惹起すること示している。これは、ミラーシステムが、単なる他者の効果器の運動
の情報処理ではなく、より高次な「他者による意図の理解」に関与することを示唆する
結果である。
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